
北九州市立総合療育センター TEL（093）922−5596

郡司　紀子

ナースレクチャー

令和　2年　４月　１日　

専門職業人として主体性・自立性を持ち、看護実践能力を高め

質の高い看護サービスを提供できる人材を育成する

研修会・学会などに参加し療育に関する知識を深める

看護科研修会の３回以上/年の開催

看護科教育委員会で年間教育プログラムを作成し、教育委員

を通じてカリキュラムを配布し参加する

障害の看護は個別的なケアを必要とし、医療的ケアから

日常生活援助、家族看護まで多岐にわたるので色々な資料や研修

参加などで視野を広げ看護の質の向上に役立てたい。

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

令和　　７年　　４月　１日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

数 値 目 標 の 設 定

学研イーラーニングを使用し指定項目を対象者が100％受講できる

院外研修に各部署1名以上参加し伝達研修を行い知識を共有できる

参加方法

参加希望の方は、3北：北村　3南：松下までご連絡ください。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



北九州市立総合療育センター TEL（　093　）　922-5596

鳥越　清之

SS(ショートステイ)利用者の安全で快適な環境をつくる会（ＳＳ会）

令和　2　年　4  月　1　日　

安全で快適な環境が提供できるよう、必要な環境補助具を検討する

利用者それぞれの安全で快適な環境とは何か、在宅看護について

理解を深めることで、利用者及び家族のニーズ充足につなげる

前年度購入したポジショニングピローの利用頻度、利便性について

利用者の「快適な環境」にあたる新しい取り組みを2つ以上提案する

SSに関わる全ての職員が、自由に意見提案し、参加でき

るようにする

　職種問わず、ＳＳ利用者サービス向上に向けてのアイデアや

ご意見をいつでも受け付け致します。グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

令和　　年　　月　　日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

数 値 目 標 の 設 定 職員・利用者家族より聞き取り、評価を行う（3回/年）6月、12月、3月

参加方法

参加希望の方は、3北：北村　3南：松下までご連絡ください。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

保育で実施する。

学んだスキルを用いた保育を月1回以上実践する学んだスキルを用いた保育を月1回以上実践する

総合療育センターにこにこ通園へ電話連絡にて申し込み

にこにこ通園では、さまざまな特性を持ったお子さんを受け

総合療育センターにこにこ通園

三好　綾子

スキルアップ研修

ハイテク機器や応用行動分析学など専門職としての知識や技術

を学び、保育士・指導員の質の向上を目指す。通園で行ってい

行っている。専門職として必要な知識や保育活動に活かせる

る遊び・取り組みの基礎のみならず応用方法も研究し、日々の

入れており、子ども達だけではなく、日々保護者への指導も

参加方法

技術の向上を全会員で学ぶことができる。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

ついて試行錯誤し研究する。

一年間の勉強会を終えることで４種以上の支援技術の基礎を知る一年間の勉強会を終えることで４種以上の支援技術の基礎を知る

電話連絡にて連絡ください

主として重症心身障害に関わる支援の基礎を学びます。

※看護・姿勢管理・食事支援・移乗支援・医療機器・心肺蘇生等

北九州市立総合療育センター生活介護事業ナイスデイ

小山　歩

生活介護事業　質の向上勉強会

専門職としての知識や技術を学び、保育士・指導員の質の向上

を目指す。スタッフ自らが主体的に日々の活動や支援方法に

参加方法

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

・職員の特技を生かした活動報告、勉強会を実施する

外部研修に2回以上参加する。また、重症心身障害療育学会学術

総合療育センター生活指導係、山口までご連絡ください。

肢体不自由施設及び療養介護施設における利用者支援の在り方

集会にて演題発表を行う

総合療育センター指導科生活指導係

山口　のぞみ

利用者の余暇支援を考える会

・利用者のにニーズに合わせた余暇活動のバリエーションを増やす

・環境設定についての検討を勉強会を通じて行う

を検討してきた。これは、他事業所での支援にも通じると考え

参加方法

る。利用者主体・社会参加をテーマに取り組む。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる
援助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室



令和　7年　4月　1日　

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによ
る援助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（　093　）922-5596

令和　7年　4月　1日　

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（093）922-5596

令和　7年　5月　9日　

各職種の専門性や共通理解向上のための研鑚を行います

総合療育センター訓練科臨床心理係の沖原まで連絡をもらい、

適宜研修の案内（研修内容、開始日時、場所）を行う

総合療育センターの専門外来の１つである読み書き外来です

北九州市立総合療育センター

沖原　翼

読み書き外来

読み書きの困難さの背景を整理する

読み書き障害に関連する研修に４回以上は参加

令和　7年　5月　12日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

数 値 目 標 の 設 定

参加方法

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



TEL（093）922-5596

令和　7年　5月11日　

内、1回は外部講師に研修依頼する予定。

（例）得られたスキルを用いた保育を〇回以上行う

総合療育センター訓練科臨床心理係有川までご連絡ください。

心理検査や心理療法、発達障害への理解を深める研修を行います。

総合療育センター

有川まどか

心理士勉強会

日々の臨床業務のため、心理士としての視野を広げることを目的とする

グループでの研修を２回以上行う。

令和　7年　5月　11日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

数 値 目 標 の 設 定

参加方法

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名



小池学園 TEL（093）601-2261

吉本　由紀子

事例検討会

令和　７年　５月　８日　

様々な障害特性や行動特性を持つ利用者を支援していく中で、

支援困難な事例やケースについて、職員間で意見交換や検討を行い、

利用者の行動問題の改善や生活の質の向上、課題克服等を図る。

講師の勉強会で得た知識や支援方法を実践し、その結果を基に

１～2カ月に1回報告・検討を行う。

これまでの経験を活かしつつ、専門的な視点からのアドバイスを

基に職員の知識をアップデートし、視点を変えながら柔軟に 、

より良い支援ができるよう活動します。

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加したい方は児童係　吉本　または児童係長　岡　まで

小池学園代表電話：093-601-2261

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

令和　７年　５月　８日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

参加方法



小池学園 TEL（093）601-2261

佐藤　大介

ユニットケアを考える会

令和　7年　5月　8日　

家族と離れて入所施設での生活を送っている利用者にとって

今、必要な支援は何か、必要な環境は何かをユニットケアを

通して考えていく。

研修内容及び購入した書籍等から得られた知識を用いた

ユニットケアを半期で2回以上行う。

構成員が様々な職場で勤務してきた経験を活かして、

多角的な視点からユニットケアを考えることが出来る。

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

参加方法

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加したい方は児童係　佐藤　または児童係長　岡　まで

小池学園代表電話：093-601-2261

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日



小池学園 TEL（093）601ー2261

古川　聖恵

地域支援で余暇支援を考える会

令和7年5月1日

　障害のある児童の余暇活動について研鑽を深め、具体的な余暇支援の

取り組みを通して、児童の興味や関心、発達段階に合わせた余暇支援の

在り方を検討していく。

研修で得た知識を用いた余暇活動を３回以上行う。

　児童たちがより楽しく過ごすことができるような余暇活動について更に

知識を深め、実践につながるような研修を行う予定。

グ ル ー プ 名

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

研修・研究援助申請
予 定 期 間

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

数 値 目 標 の 設 定

参加方法

グ ル ー プ の PR

参加したい方は放課後等デイサービス古川または地域支援係長高井まで

小池学園代表電話：093-601-2261

令和　７年　５月　１日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援助の期間
は最大２年度を上限とします



　　小池学園 TEL（601）2261

　　梶山　大貴

　　余暇を考える会

令和　7　年　5　月　8　日　

ユニットケアが定着し、居室で過ごす時間も増え、利用者の個別性

に合わせた余暇の充実が求められている。余暇を通じて利用者が落

ち着いて過ごす事が出来る環境調整を行っていく。

年度に3回以上余暇を考える会としての話し合いを行う。

私たちは、利用者の個別性に基づいてひとりひとりに合った余暇の

提供を考えます。また、個別性を重んじながらも共通で使用できる

余暇の充実も考え、良い学園生活が送れるよう整備していきます。

参加方法

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

令和　7年　5月　8日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

数 値 目 標 の 設 定

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加したい方は児童係　梶山　または児童係長　岡　まで

小池学園代表電話：093-601-2261



令和　7年　4月　1日　

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによ
る援助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）



障害者支援施設　ひよりの丘 TEL（093）619-0010

葛下　花子

豊かな生活を送るために～利用者の生き方を考える～

令和　7　年　4　月　1　日　

参加方法
生活介護及び共同生活援助の時間帯で参加希望のご利用者構成
員で参加する。参加希望者はひよりの丘代表/葛下まで

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

支援第2係グループホームはご利用者の高齢化が進み、60～
70代のご利用者が半数近くを占めている。同時に10代のご利
用者も新たに  入居し、幅広い年齢層の方々が生活をしてい
る。これからの残りの人生を、これからの長い人生を実りある
時間を過ごせるよう考え支援していく。

数 値 目 標 の 設 定
年に数回、ご利用者への余暇活動の提供について話し合いをす
る。それを基に余暇活動の提供を行う。

グ ル ー プ の PR
ご利用者がその人らしく生活できるよう、より豊かな生活を送
れるよう、実りある人生を生きるために、私たちができること
を考え、ご利用者の生活を支えていきます。

研修・研究援助申請
予 定 期 間

令和　7　年　4　月　1　日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします



令和　7年　4月　1日　

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

令和　7年　4月　1日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによ
る援助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）



令和　7年　4月　1日　

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）



令和　7年　4月　1日　

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）



令和　7年　4月　1日　

子どもの「できた！」や「もっとやりたい！」という気持ちを

（勉強会で得た知見は日々の臨床業務で活用する。）

場所は総合療育センター訓練室

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

北九州市立総合療育センター

中村　愛子

メープルツリー

感覚統合療法についての新しい情報の確認、臨床的な評価技能や

介入技術について知見を深める。

支えていけるよう、感覚統合の視点から勉強をしています。

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

参加方法

ご興味のある方は、お気軽にお問合せください。

結 成 年 月 日

研修・研究テーマ

月に1回集まって勉強会を開催する。

現地参加（オンラインなし）



若松ひまわり学園 TEＬ（093－751－2719）

上田　有希子

発達支援勉強会

令和　７年　　４月　１日　

講師（花田栄子先生）を招いて、発達障害を有する子どもの支援

について学ぶ。

講義を受け知識を高める。また、事例検討会を実施後は、日々の

療育の中で２回以上実践し、結果を次の検討会で報告する。

若松ひまわり学園の上田までご連絡ください。

若松ひまわりの指導に関わる全職員が自主勉強会への参加を希望

している。園内研修に加え、この自主勉強会で、更に知識を高め

られるものと思う。

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

令和　７年　４月　１日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

参加方法



到津ひまわり学園

樋熊　栞

スキルアップ勉強会

令和　４　年　５　月　１　日　

研修や必要に応じて外部講師を招く。

月に１回のペースで開催をしていきます。年間で手遊び、ダンスを

５種類以上習得します。職員の６名以上の参加をしてもらえるように

勉強会の内容を検討していく。

勉強会の内容や、年間予定を回覧し、参加職員を募っている。

参加希望の方は、到津ひまわり学園までご連絡ください。

日々の保育に役立つ知識や技を実践的に身に付けることができる時間です

「わからない」「ちょっとの不安」を職員間が、コミュニケーションを

とりながら気軽に悩みを相談できる環境です。

参加方法

グ ル ー プ 名

数 値 目 標 の 設 定

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

職員のスキルアップを目的に、障害のある子どもの保護者支援の基本

や、子どもへの対応、ケース検討、最新の発達障害を巡る動向などの

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

結 成 年 月 日

TEL（　０９３　）５９２ー４７３９

研 修・ 研究テーマ

令和　７年　５月　１日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします



かざし園 TEL（093）391-5080

野口　恵美

資格取得受験対策勉強会

平成　28年　２月　１日　

介護支援専門員、介護福祉士等資格取得を目指す職員の勉強会

資格取得合格率50％以上を目指す

（例）得られたスキルを用いた保育を○回以上行う

かざし園事務室（093-391-5080）までお問合せください。

特別養護老人ホームかざし園では提供するサービスの質を確保し、

利用者や家族の皆様に満足していただくことが重要であり、

そのためには職員の資質の向上が不可欠である。

グ ル ー プ の PR

研修・研究援助申請
予 定 期 間

代 表 者 所 属 施 設

代 表 者 氏 名

グ ル ー プ 名

結 成 年 月 日

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

令和　７年　４月　１日　～　令和　8年　2月　28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします

数 値 目 標 の 設 定

参加方法



TEL（093）551-4010代 表 者 所 属 施 設 北九州市立　長浜児童館

代 表 者 氏 名 岩本　友香

グ ル ー プ 名 プランニングJ

結 成 年 月 日 平成 29年6月1日　

研 修 ・ 研 究 テ ー マ

児童厚生員の企画力向上と情報交換の場を設定し、専門

技術のスキルアップを目指し、児童館での実践活動に活用

することを目的とする。

また、こども家庭庁発出の改訂ガイドラインを読み込み、

自分たちの取り組みがより良くなるように学びを深める。

FUKUOKA児童館ネットワークとの連携も図り、運動遊びや

工作などの実践を通して、意見交換などを行う。

数 値 目 標 の 設 定

学んだことをそれぞれの児童館で実践する。

＊あそぼうさい、歌遊び、運動遊びなど

月1回開催予定（長期休暇期間等繁忙期は除く）

参加方法
半期ごとに日程・プログラムを組み、他館へ告知する。

参加希望者は、長浜児童館　岩本宛に連絡にて申し出る。

グ ル ー プ の PR

様々な分野の事例を学び、実際に大人が経験してみることで、

子どもたちへの「出し方」「声のかけ方」が変わってきます。

また、会議の進行や板書、ファシリテーション等、児童厚生

員として基本的なことが出来るように体験します。

一緒に学んでいきましょう。

研修・研究援助申請
予 定 期 間

令和7年6月1日　～　令和8年2月28日
※援助の申請・決定は年度毎とし、同一の研修テーマによる援
助の期間は最大２年度を上限とします


